
 

ഐ景 

・犬の໖疫介ࡑ༻血ස血（IMHA）のਏஇにはਫ਼ཀྵৱ塩ਭ凝ॄࢾ験（SATs）が߁くਬওされているが，偽ཇがළしている． 

・IMHAの偽ཇਏஇはనなྏ࣑をஙらせ、චགྷな໖疫ཊྏ๑のリスク（感ઝやコルチコステロイド༢胃௷ など）がある 

・ຌ研究では、໖疫介ࡑ༻血（IMH）にଲする SATsのಝ異ౕは、ਫ਼ཀྵৱ塩ਭと血液の希एིが߶いほどするという仮ઈを検ৄした 

・ద １）1：1、4：1、9：1、49：1の希एིで SATsをࣰࢬしたのಝ異ౕをべる 

２）希एིが SATsの感ౕおよびਏஇౕに及ぼす影響をべる 

 

・Prospective study  

・ૌみれ基६：K2EDTA߇凝固血液サンプルのヘマトクリットが 30%以下の犬 

・ૌみれた 150ಆを IMH、ඉ IMHにྪし、各希एིで SATsをࣰࢬした 

・ྪ：ં߇グロブリンࢾ験（DAT）ཇで༻血あり→IMHの影響をणけている 

ස血がඉ໖疫介ࡑの機でઈでき、DATが陰または༻血がない→IMHの影響をणけていない 

・༻血の基६（以下のうちঙなくとも 1つ） 

1.血液ລඬຌにて HPFあたり 5個以の球য়血球がଚࡑする 

2.血液ລඬຌにてゴーストࡋ๖が血球の 5%以をߑする 

3.血ᕸ༻血がࢻで検ड़可である 

4.ࢾ験ࢶ検ࠬでౕ〜ౕ॑のヘモグロビンཇ 

5.血ᕸビリルビンのত、またはࢾ験ࢶ検ࠬでౕ〜ౕ॑のビリルビンཇ（ALT、ALP、または GGTのতをわない） 
結果 

・9/150ಆが IMH、138/150ಆがඉ IMHとྪされ、3ಆは IMHのਏஇまたはঈ外ができず研究からঈかれた（න 1） 

・SATsにおける偽ཇの割は、ఁ希एほど༙意に߶かった 

ಝ異ౕは 1：1希एで 29％から 49：1希एで 97％にতした 

感ౕは 1：1および 4：1希एで 88％，9：1および 49：1希एで 67％であった 

ਏஇౕは，1：1希एでは 33％であったが，49：1希एでは 95％にতした（න２） 

 ࡱߡ

・ఁ希एでの偽ཇིが߶かったことから、ఁ希एでのཇ結果は߇ରを介した凝ॄではなく、血球の࿊ર形や॑なりの結果であった可

が߶いとߡえられる 

・SATsの感ౕは希एౕをげるとఁ下したが、৽॑な解एがචགྷである 

→IMHの基६をຮたす犬の਼がঙなく、感ౕの৶བ区間が߁くなった 

→凝ॄをࣖさない IMHAྭが以の研究でๅࠄされている 

・ඉ໖疫介ࡑの機によるස血とされた DATཇྭのには、ਫ਼などの基ે࣮患や༂ྏ࣑によって引き起こされた್࣏దな IMHAの 

影響をणけている可がある  

 

・SATsは 49：1の希एིであれば、IMHのਏஇに߶いಝ異を揮する 

 →ଠのྡজয়が IMHAと一しており、SATがཇであれば IMHAを࣍ࢩできる 

・感ౕが限られているため、༻血がある犬では SAT陰であっても IMHをঈ外することはできず、߇血球߇ର検ࠬをߨうべきである
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